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1 組織の概要

環境管理責任者 中根彰良

2

2

2

主要な設備

機　名 台数

8

2

2

大量生産用加工設備

　40番マシニングセンター

　30番マシニングセンター

　NC旋盤

精密加工用設備

売上高 107,290万円(2022年8月～2023年7月）

事業内容
自動用部品の製造、農機、船舶用部品の製造

アルミダイカスト品の切削加工、鋳物等の鉄系部品の切削加工

主要取引先
（株)オティックス　 (株)ファインスティールエンジニアリング

（株)旭工業所

設　立 1971年8月31日

資本金 　　1,000万円 従業員数 43名

事業所名 株式会社　セイコー

所在地

　本社：〒444-0515　愛知県西尾市吉良町富好新田役地16

　瀬戸工場：〒444-0532　愛知県西尾市吉良町瀬戸五本松1-2

　吉良工場：〒444-0515　愛知県西尾市吉良町富好新田役地16

代表者名
　代表取締役会長　中根彰良

　代表取締役社長　中根 慎史

　本社工場：〒444-0515　愛知県西尾市吉良町富好新田役地31

　ロータリーインデックス加工機

　シャトル型加工機

　エア式リーク検査機

6

1

12

11

精密測定用設備

　表面粗さ・形状測定機

　真円度測定機

　三次元測定機

　工具顕微鏡
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2 対象範囲

次回レポートの対象範囲 2023年8月～2024年7月

次回レポートの発行日 2025年2月6日

認証登録範囲 全組織・全活動

対象期間 2022年8月～2023年7月（1年間の運用期間）

レポート発行日 2024年2月6日
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３．環境経営方針

(１)当社は、金属部品の切削加工の事業活動において、環境に影響する業務があること

　 を認識し、環境経営システムの構築及び運用することにより自主的・積極的に、

    環境への取組みを推進します。

(２)事業活動の推進にあたっては、環境関連の法律、規制などを遵守することはもとより、

    下記の事項を考慮して環境負荷の低減に努めます。

　　①　エネルギー（電気・化石燃料等）の使用量削減を推進する。

　　②　製品加工時の環境負荷（騒音、振動、廃棄物等）を軽減・削減する。

(３)この環境方針達成のため、環境目的・目標を設定し、全従業員の全員参加により

    また環境目的・目標を定期的に見直し、必要に応じ改訂を行う。

(４)環境教育より、全従業員に対して環境方針の理解と環境に関する意識向上を図る

    とともに、環境保全活動を推進するとともに継続的な改善に取り組みます。

制定日：令和4年7月4日　

株式会社セイコー

代表取締役　中根彰良

2　重点目標

株式会社　セイコー

環境経営方針

1　基本方針

・私たちは、エコアクション21等の環境への取り組みを通じて環境負荷の低減に努めます。

・私たちは、常に環境への負荷を意識し、適正な処理を行います。

・私たちは、二酸化炭素、廃棄物、排水量等の削減に全員で取り組みます。
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4 環境経営目標（中期目標含む） 作成日：2023年12月14日

####

　＊電力の排出係数は2020年度関西電力の調整後係数　0.351kgCO2/kWhとした。

　＊2021年度の売上高は98,277万円

社会貢献 1回/年

工場周辺清掃奉仕活動 年３回以上

　＊LPGは使用量が少ない為、適正管理とした。

　＊化学物質は生産時に使用する加工油、潤滑油などであるがいずれもPRTR非該当物質であり適正管理とした。

客先流不良の低減

不良数 件 3件 3件 3件 3件

水使用量 m
3 182 180 178 177

産業廃棄物　（有価物含む） kg 93,608 実績値把握と適正管理（生産量との相関が強いため）

水使用量の削減

廃棄物削減

一般廃棄物　 kg 240 238 235 233

灯油使用量 ℓ 2,016 1,996 1,976 1,956

軽油使用量 ℓ 582 576 570 565

ガソリン使用量 ℓ 4,844 4,796 4,747 4,699

131,652

本社工場 kWh 183,010 181,180 179,350 177,520

804,562

吉良工場 kWh 510,711 505,604 500,497 495,390
電気使用量　

3工場合計 kWh 829,445 821,151 812,856

瀬戸工場 kWh 135,724 134,367 133,010

対売上比・原単位 CO2/万円 2.91 2.88 2.85 2.82

二酸化炭素排出量の削減

CO2総排出量 ㎏-CO2 308,904 305,815 302,726 299,637

削減率 ％ ━ －1% -2% -3%

今までの実績データ等を加味し2021年度を基準に2022年度から2024年度は取組む。各年度は8月～7月とする。

取り組み項目 単位
基準年度

2021年度
2022年度 2023年度 2024年度
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５．環境経営計画　（実施体制）

エコアクション21実施体系図

　　　　　　　　　　　　

（主な担当）

・総括 （社長）

・環境経営方針の作成 （会長）

・環境管理責任者の任命 （会長）

・環境目標の作成 （会長）

・全体評価の見直し （社長）

・エコアクション21計画表を作成と進度状況確認

・環境レポート作成

・環境管理外部との窓口

・文章評価の実施

・教育訓練の実施と管理

・各部門における計画の遂行管理（品質、コスト、納期）

・実施状況の確認、記録管理

・部門計画の実施

・自己の役割の認識

35人 3人

代表取締役
中根　彰良（会長）
中根　慎史（社長）

製造部 品質保証部

環境管理責任者
中根　彰良

代表取締役

環境管理責任者

各部門責任者

（部長）

各部門担当者

（係長・班長）
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作成

確認日2024年2月6日

評価

8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 実施・未実施

説明・キックオフ 毎週火曜日定例会にて進度状況報告

朝礼にて全社員へ周知

取得
エコアクション21取得に向けて活動 3/21取得 対象工場を決めて省エネ活動

12/15.27　16:30～18:30　 3/16　16:30～18:30 7/6.13.26　

　1/12.20.24.25　16:30～18:30 17:00～19:00

3/6.15OT.CN環境G吉良工場視察 7/6省エネ

12/26～1/4吉良工場遮熱シート設置 4/27デンソー阿久比製作所へCNルーム見学 工場見学

節水
2/20 各工場元栓2/3閉めた

明示を作成 ゴミは一般廃棄物として業者へ依頼

1回/月（翌月の10日まで実施し、第４週目の定例会で報告）

申込み 3/19（日）試験

社内募集 3級2名、4級6名　計8名　11/14　4級1名追加 スケジュールに基づき勉強会１０月～月２回実施　1時間程度

計画表作成

10/3～11/23測定コンクール参加　3名

10/25.28　NCスクール参加　1名

第1回目 第2回目 第3回目 第4回目 第5回目 第6回目 第7回目 第8回目 第9回目 第10回目 第11回目

計画表作成
品質・不良現象

について
異常について

ポカヨケについ

て
標準書 置場 検査全般 製品機能 管理図 QCサークル

振り返り・自己

チェックシー

ト・フォロー

まとめ

実施済

実施済

実施済

実施済

省エネ

10/26.27　からくり研修ものづくり参加　2名

5/30からくり改善講演会参加　2名その都度教育

実施済

実施済

実施済

実施済

実施済計画人数/M各班長
守れる標準づくりと維持確

認！

　５．環境経営計画（2022年8月～2023年7月）

　　　①社内全体活動計画（教育計画含む）

活動内容 誰が 誰に 実施項目
2022年8月～2023年7月

エコアクション２１

個別環境目標、計画進度状況
会長 　各職制

エコアクション２１

仕組みと目的
会長 全従業員

エコアクション２１

節電・省エネ・節水について
会長 全従業員

節電

QC検定取得 品証 受講者全員 3・4級

品質ミーティング 各班長 全従業員
ミーティ

ング

エコアクション２1

廃棄物削減について
会長 全従業員 廃棄物

班長育成計画 執行役員 各班長（1人/M）

月毎の

テーマに

従って

技能育成計画 各班長 対象作業者 社外教育

守れる標準づくり ・ 守らせる体質づくり

・標準作業票 ・標準作業組み合わせ票

・工程別能力表 ・最終検査手順書
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1.節電

　　・作業者へ節電の意識付けのためスイッチに明示を付けた。

2.節水

　　・作業者へ節水の意識付けのため蛇口付近へ明示を付けた。

3.省エネ

　

　・非稼働の設備にエアーが流れないように残圧弁を設置した。

　　

　・作業性に支障のないことを確認したうえで2灯の蛍光灯を１本外した。

　5．環境経営計画（2022年8月～）

　　　②個別の環境活動内容

作成

　・節電の意識付けのため工場のエアコンの

　　設定温度を決めて明示した。

作成日２０２２年11月１４日
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6 環境経営目標に対する実績値と評価 作成日：2023年12月14日

確認日：2023年12月00日

＊電力の排出係数は2020年度関西電力の値0.351kgCO2/kWh（調整後）とした。

社会貢献

工場周辺清掃奉仕活動 8月～7月の期間中3回以上 0回実施 ×

        削減率 ％ - - 33% （作業標準不遵守）

3 3 4 ×

％ - -1% 224%

  客先流出不良の削減

     不良数 件

水使用量の削減

水使用量 m3 182 180.2 408 ×
（1回/月洗浄機の洗浄液の

入替の為）削減率

ー
削減率 ％ - - -

％ - -1% 0%

産業廃棄物　（有価物含む） kg 93,608 - 95,670

廃棄物削減

一般廃棄物　 kg 240 238 240
△

削減率

　　灯油使用量 ℓ 2,016 1,996

-18%
○

削減率 ％ - -1%

1660

○
削減率 ％ -1% -72.3%

-2.7%

軽油使用料 ℓ 582 576 161

〇
削減率 ％ - -1%

ガソリン使用量 ℓ 4,844 4,796 4,711

565,135

111,941

156,695

△

×

〇

〇

510,711

134,367

181,180

0.52%

135,724

183,010

-1%

505,604

評価

8月～7月 8月～7月

829,445 821,151 833772

-0.25%

対売上比・原単位 CO2/百万円 ー ー

△削減率 ％ - -1%

（基準比）

kWh

kWh

kWh

kWh

308,143

ー

取り組み項目 単位
基準年度

2021年度
2022年度目標 2022年度実績

電気使用量　

3工場合計

削減率

吉良工場

瀬戸工場

本社工場

%

二酸化炭素排出量の削減

CO2総排出量 ㎏-CO2 308,904 305,815
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作成日2023年12月14日

2022年　●：確認

8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ウエスを洗い再利用

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

（2）産業廃棄物の削減　廃プラスチックの削減など ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

　７．環境経営計画の結果と評価、並びに次年度の計画

　　　個別の環境活動計画に対する評価

作成

活動内容 誰が 誰に
活動結果の評価と次年度の取組）

運用期間（2022年8月～2023年7月の評価結果

・計画通り実施。継続する。●

エコアクション２1

廃棄物削減について
会長 全従業員

・工場内ゴミは全て一般廃棄物として処理する。

・ウエス、手袋、ゴム手袋は洗い再利用している。
（1）一般廃棄物の削減　OA用紙の削減など

エコアクション２１

節電・省エネ・節水について
会長 全従業員

（1）今年も猛暑により電気使用量は増加したが、節電ルールの徹底は図れた。

（2）非稼働設備の電源を切るようにしました。

（3）車に、急発進・急加速しないと明示しました。

（4）蛇口周辺に、節水の明示をしました。

・左記項目を計画に従って、今後も予定通り継続実施する。（1）エアコンの稼働時間・設定温度ルールの遵守の徹底

（2）設備稼働時間ルールの遵守による省エネ活動の徹底

（3）業務用車両のエコドライブの実践と燃費記録の実施

（4）節水活動の実施徹底

品質ミーティング 各班長 全従業員 ● ● ● ●

●

● ● ●● ●

・計画通り実施。継続する。

技能育成計画 各班長 対象作業者 ● ● ・計画通り実施。継続する。

作業者のワンランクアップ活

動！
各班長 計画人数/M ●

● ●

● ・計画通り実施。継続する。

＊次年度以降のの環境経営目標は　４．環境経営目標（中期目標含む）に掲載

● ● ● ●● ●班長育成計画 執行役員 各班長（1人/M） ● ● ● ●
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8 環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

遵守確認：2023年12月14日

〇

〇

〇

〇

騒

音
〇

振

動
〇

〇

〇

自治体条例関係

〇

〇

〇

結果

〇

〇

〇

〇

・なお、関係当局よりの違反、訴訟等の指摘はありませんでした。

・環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

愛知県、産業廃棄物能力適正な処

理の促進等に関する条例
第11条

排出業者は、産業廃棄物の運搬又は処分を産業廃棄物処理業者に委託しようとするときは、当該産業廃棄物処理

業者がその処理能力を備えていることを定期的に確認する。

愛知県火災予防条例 第31条 指定数量未満（0.2以上1.0未満）の危険物の貯蔵及び取り扱いの基準の遵守

化

学

物

質

PRTR法

化管法

第4条

第5条

第1種指定化学物質の取り扱い等自主管理（SDSで確認）

第1種指定化学物質年間取扱量1トン以上の場合の届出

フ

ロ

ン

フロン排出抑制法（フロン

類の使用の合化及び管理の

適正化に関する法律）

第4条
排出事業者は、特定製品が廃棄される場合にフロン類の適正処理に必要な措置を講じなければならない

（廃棄時、フロン類回収業者へ引き渡し実施）

第16条 空調室外機の簡易点検、定期点検(7.5kW以上）の実施など

危

険

物

消防法 第10条 指定数量以上の危険物は、貯蔵所以外の場所で貯蔵、又は取り扱っていない。

リ

サ

イ

ク

ル

家電リサクル法 第6条 特定家庭用機器廃棄物の排出時、収集・運搬又は再商品化等をする者に引渡し、必要な料金を支払う。

騒音規制法 第6条 騒音特定施設の設置の届出（設置の工事の開始の日の30日前まで）

振動規制法 第6条 振動特定施設の設置の届出（設置の工事の開始の日の30日前まで）

廃

棄

物

廃棄物の処理及び清掃に関

する法律

第3条 事業者は、その事業活動に伴つて生じた廃棄物を自らの責任において適正に処理しなければならない。

第12条の3 運搬・処分を委託する場合産業廃棄物管理票（マニフェスト伝票）を交付する。

第12条の3,6
毎年6月30日までに、前年度に交付したマニフェストの交付状況を様式3号（産業廃棄物管理票交付状況報告書）

により、愛知県に報告する。

区分
関連法規制等

    事故時の応急処置と処置概要の行政への届出
水

質
　浄化槽法 第11条 　毎年1回の法廷検査の実施/県指定に検査機関

条項の内容
法規制名 条項

水質汚濁防止法 第14条の2

株式会社セイコー 11
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【各項目の評価と指示】

環境経営目標 変更の必要性 有り 無し

環境経営計画 変更の必要性 有り 無し

実施体制 変更の必要性 有り 無し

2022年度は前年度と比較して売上高でプラス９%、利益率も改善した。売り上げ拡大を進めなが

ら並行して各種省エネ活動も進めてきた。その甲斐もありCO2総排出量について目標値を達成す

ることはできなかったが、前年度より低減できたことは評価したい。エコアクション21の活動が

社内風土として根付いてきているので引き続き活動の強化・継続を望みたい。2023年はウクラ

イナ戦争、ダイハツ工業の品質不正、2024年は能登半島地震、豊田自動織機の不正など経済を

冷やす話題に富んでいるものの、弊社は2023年度売上高は2022年度比プラス５%を見込んでい

る。成長とエコアクション21活動を両立し、カーボンニュートラル実現に向けて継続的努力をよ

ろしくお願いします。

代表者による全体評価と見直し・指示
2023年12月21日

【環境管理責任者による今年度の振り返り】　環境管理責任者　中根彰良

2022年度のCO2総排出量は基準年の2021年に比べ0.25%の減でした。CO2総排出量は生産量の増減と設備

の増設によって影響を受けます。削減に向けては、設備の非稼働時や不要照明のスイッチオフ、エアコン

の使用時間などを徹底したいと思います。

廃棄物は基準年に対し一般廃棄物は0％と2021年度と同じでした。廃棄物の削減は、手袋とウエスを洗っ

て再利用などもったいないの意識を高く持ち、目標達成に向けて活動していきます。

【代表者コメント】代表取締役

10


